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論文内容の要旨
近年，形態学的研究から，細胞の活動におけるゴルジ装置 (G A) の役割が注目をあびてきている。
この細胞内小器管は，例えば，複合糖質の合成をはじめ，物質の細胞内輸送，膜の形成と分化など重
要な仕事をしていることが示唆されている。しかしながら， GA がそのような機能を遂行する生化学
的機序は明らかでない。このようなことを明らかにするためには，先づGAの生化学的性質を詳細に
検討することが必要で、ある。そこで著者は，ラット肝臓の ÇA について，機能的構造的に近縁である
小胞体と関連づけながら，種々の角度からその基礎的性質を検討し，次のようなことを明らかにした。
(1) メッシュ法で細胞を破かいして得た GA画分は，その形態，酵素活性，電気泳動による蛋白パタ
ーンに，他の膜系とは異なる独特な様相を示す。
(2) GAの構造は非常にもろく，機械的な力で破壊されて小胞に変換する。しかし，そのような GA ，
およびそれを破壊してできたゴルジ小胞はいずれも密度に関しては均一で、，かつ高分子物質に対する
透過パリヤーを保持している。
(3) GAの標識酵素である UDP- ガラクトース:オボアルブミン ガラクトシルトランスフエラーゼ
の活性部位は無傷な GAでは完全に潜在性を示すが， GA が破壊されて小胞化するとその一部の活性
部位が外側に露出し，更に αgeing や超音波処理により半分の活性部位が外側に露出してくる。このよ
うにこの活性部位は膜の状態によりその局在が変化するようであり，また，このことはこの活性は膜
の intαctness の有効な指標になることを示している。
(4) 小胞体の標識酵素である NADPHーチトクローム c 還元酵素は GA内の非常に狭い領域に濃縮さ
れた状態で局在している。両膜系のこの還元酵素は免疫学的には同等である。またこの酵素は GA膜
の外側に局在していると思われる。
???
(5) ゴルジ、小胞の水性二層分配系における挙動は，組面および滑面のミクロゾームとは明らかに異な
っている。従来，密度や大きさの同等なミクロゾーム画分からゴルジ小胞を分離することは実際上不
可能であったが，このような分配系を用いた向流分配法により，ゴルジ膜小胞をミクロゾームから分
離することができると思われる。無傷な GA を機械的に破壊して生じるこのゴルジ膜小胞は，この向
流分配法により，機能的に異なるいくつかのグループに，その膜自身の性質の差に基づいて細分画す
ることカfで、きる。
(6) 細胞内の GA含量は種々生理条件下で影響をうけ，他の膜系と同じように，その細胞の生理的要
求に従ってその機能も変動しうるものである口例えば，肝細胞の増殖をひきおこすような，部分肝切
除やパパインの腹腔内投与，あるいは，薬物代謝活性を誘導するフェノパルピタール投与により細胞
内 GA含量は増加することが観察される。
論文の審査結果の要旨
ゴルジ装置は殆んどすべての真核細胞に存在する特異な小器官であり，物質の細胞内輸送・分泌，
複合糖質の合成，膜系の形成分化などの重要な機能に関与していることが推定されているが，ゴルジ
装置を完全な形で分離する方法の開発が遅れているために，その生化学的性質も上述の機能の分子レ
ベルでの機作も殆んど不明のまま残されている。
日野君はステンレススチールの簡で細胞をおだやかに破砕することを利用して，ラット肝からゴル
ジ装置を形態的に完全な形で分離する簡単な方法を開発し，得られた標品について詳細に性質の検討
を行った結果，次のような知見を得た。
1)得られたゴルジ装置標品はかなり純粋で、あって，他の細胞内小器官の混入は殆んど見られない。
2) ゴルジ装置およびそれから機械的破砕によって生じた小胞(ゴルジ小胞)はともに密度的に均ー
であり，かっ高分子物質を透過させない閉鎖系である。
3) ゴルジ装置標品に検出される NADHーチトクロム￡還元酵素活性はミクロゾームの混入によるも
のでなく，ゴルジ装置に固有なものである。また NADPH-チトクロム豆還元酵素はゴルジ装置膜の
外面に存在し，またミクロゾームの還元酵素と免疫学的に区別できない。
4) ゴルジ装置の標識酵素であるグラクトシルトランスフエラーゼは intαct な標品では膜の内面に存
在するが，ゴルジ小胞および α:geing した標品ではかなりの程度膜の外面にあらわれる。
5) ゴルジ小胞を水溶性高分子を用いた向流分配法で細分画すると，少なくとも 3 つの分画( 1 , II , 
皿)に分かれる。各分画の酵素活性およびペプチド組成の解析から， 1 はミクロゾームに近く，田は
形質膜またはリソゾームに近く，皿は両者の中間的性質を示すことが明らかとなった。
以上のように，日野君の論文は従来分離の困難で、あったゴルジ装置の簡単な分離法を開発し，その
生化学的性質を多面的に明らかにしたものであって，理学博士の学位に十分価するものと認められる。
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